
Ⅰ．問題と目的
わが国において「特別支援教育」が平成 19

（2007）年に開始されて６年目となる平成24年７
月に，中央教育審議会初等中等教育分科会（2012）
は，「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教
育システム構築のための特別支援教育の推進（報
告）」（以下，報告とする）を公表した。わが国に
おける特別支援教育は，平成 25年度からの高等
部（高等学校）における新学習指導要領の全面実
施とともに，新たな時代を迎えようとしている。
今後の特別支援教育の展開における特徴はいく
つか挙げることができるであろうが，インクルー
シブ教育を前提とした就学に向けた支援体制や制
度の構築が，これまで以上に具体的な形で進めら
れようとしている点は大きな特徴と言えよう。
上記の報告では，就学先を決定する仕組みにつ

いての改善の方向性が示されている。ここでは，
「障害の状態、本人の教育的ニーズ、本人・保護
者の意見、（略）学校や地域の状況等を踏まえた
総合的な観点から就学先を決定する仕組みとする
ことが適当である」（p.14）とされ，市町村教育
委員会が「本人・保護者に対し十分情報提供を」
（同上）しながら就学先を決定する事が適当とさ
れている。また，一貫した支援の仕組みについて
も，障害のある子どもが入学した後も学校と家庭
とが子どもの成長について定期的に情報を共有す
ることが例として挙げられている（p.19）。
こうした，保護者と学校との間での情報の共有
については，平成 19年４月に出された「特別支
援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等
中等教育局長，2007）においても，教育委員会の
支援に関して，「学校関係者、保護者、市民等に
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Abstract. In 2012, Japanese Central Education Council published the new report of special needs education (SNE) including the
concept of inclusive education. In the report, the importance of  the  provision of SNE information to the parents and the
community residents was pointed out. At the introductory stage, they frequently might acquire the information from the websites of
the schools and the educational boards in their districts. We investigated the information of the websites of 432 elementary schools
that have special classes and/or resource rooms, and 23 educational boards in X prefecture. Fewer than half the number of school
websites provided the information of such educational facilities. Especially, only about thirteen percent of the sites were showing
the acceptable kinds of disabilities. On the websites of the educational boards, only twenty-six percent included the information of
the local schools that have SNE classes or staffs. In order to match the needs of the parents, it was suggested that the contents of
SNE should be added more to the websites for the parents who especially have preschool child.
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対し、特別支援教育に関する正しい理解が広まる
ように努めること」とされており，特別支援教育
に関する情報提供については当初よりその重要性
が指摘されてきていると言える。実際，特別支援
教育が開始される前の時期から，特別支援教育に
関する情報提供の状況についての検討が行われて
いる。例えば，渡邉・小野・中村（2005-2006）で
は，障害のある児童生徒等の教育に関するコンテ
ンツの充実・普及方策の検討の一環として，教育
委員会，教育センター等におけるWebによる情
報提供の調査を行っている。その結果によれば，
例えば教育委員会のWebサイトに含まれる情報
のうち，旧盲・聾・養護学校についての情報を提
供しているサイトは約6割であるのに対し，旧特
殊学級設置校に関する情報，通級指導教室設置校
に関する情報を掲載しているサイトは13.8%にと
どまっていた。また，小・中学校へのリンクが設
定されている割合も旧特殊教育諸学校の63.8%に
対し，34.5%となっていた。
主として保護者を対象として提供される情報の
内容は，子どもが支援を受けたり，就学したりす
る段階に至るまでの情報提供と，支援開始後，就
学後の情報提供とに分けることができよう。Web

による情報提供は，主として前者に関連する情報
を中心として提供されるものと考えられる。また，
後者に関する情報提供の手段としては，冊子やリ
ーフレットが考えられ，それらを通してより具体
的な支援や教育内容に関する情報が提供されると
考えられる。
下村・川合・谷本・林田（2010）は，特別支援学校

（聴覚障害）幼稚部・教育相談部を対象として，そ
うした情報提供の手段として，どのような資料が
作成されているかについての調査を行っている。
その結果，保護者向けに教育相談に関するパンフ
レット等を作成していた学校は約４割にとどまっ
ていた。これを踏まえ，保護者向けに，幼稚部にお
ける教育内容に関する情報をより具体的に提供す
るための資料として「幼稚部のしおり」の作成と，
こうした資料活用についての提案を行っている。
こうした「しおり」以外の情報提供の手段とし
ては，保護者同士の交流（個人的な情報交換）や
担任からの情報提供（小林・久保山・佐藤，2004），
連絡帳（吉岡，2009）などが考えられるが，例え
ば，聴覚障害教育の領域においては，NPO法人に

よるWebサイトを通じて，実際の聴覚の補償手
段や教育内容などに関する情報提供などが細かく
行われている。
これらのうち，就学までの情報提供に関しては，
これからの特別支援教育が，インクルーシブ教育
の理念を基盤として推進されていくことを考える
と，その内容も含め，より適切な情報提供の仕方
を考える必要がある。とりわけ，地域における
小・中学校においてどのような体制や内容で教育
が行われているのかについての情報が，保護者や
地域の人々に対して提供されていくことがこれま
で以上に求められるであろう。その際に，情報提
供の主体となるのは，小・中学校や市町村教育委
員会であろう。現在，ほぼすべての機関，学校に
おいてホームページが作成され，教育内容等の情
報提供がなされていることからすれば，今後，ま
ずはどこに問い合わせればよいかなど，必要な情
報を保護者や地域の人々に対してどこまで含めて
いけばよいかが問われてくることになろう。ただ
し，Webサイトのみでカバーできる部分は限られ
ており，また，個人情報保護の観点も考慮する必
要がある。とはいえ，新たな特別支援教育の時代
を控え，地域に向けた情報発信は，保護者にとど
まらず，地域の人々に対しても広く発信する意味
をもっており，そこにどのような情報を含めてい
くかの検討が，これまで以上に求められるであろう。
こうしたことをふまえ，本研究では，就学にあ
たり，保護者などがその対象として情報を得よう
とすると考えられる小学校のWebサイトと，行
政機関として教育相談の窓口となるであろう市町
村教育委員会のWebサイトとを対象とし，そこ
にどのような情報が含まれているのか，その状況
について検討するとともに，地域に対する特別支
援教育に関する情報提供の重要な手段の一つとし
て，どのような内容が求められるのかについて検
討する事を目的とした。

Ⅱ．方法
1 対象

①　Ｘ県内における公立小学校のうち，特別支援
学級（以下，特支学級）または通級指導教室
（以下，通級教室）が設置されている 432校の

Webサイト（ホームページ）（平成22年度後半
期現在）
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②　Ｘ県内市町村教育委員会が開設しているWeb

サイトのうち23のサイト（平成22年度後半期現在）

2 手続き

小学校については，Webサイトに掲載されてい
る内容（項目）について，Table１-１に示す項目
に従って，該当する学校数を求めた。なお，学校
ごとに掲載されている項目数がいくつ含まれるか
についての集計も試みる必要があるが，集計項目
が各項目においてさらに細分化されることとなっ
たことから，本稿では，項目ごとに学校数を集計
した結果を示すこととした。教育委員会について
は，Table１-２に示す項目に従って，該当する委
員会数を求めた。

Ⅲ．結果および考察
1 小学校Webサイトの掲載内容

①　児童数に関する情報
児童数（一部教員数を含む）に関するどのよ
うな情報が掲載されているかについてまとめた
ものがTable２-１である。なお，複数の項目が
掲載されている場合もあったため，表中では，
数字の組み合わせとして示している。
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地域に向けた特別支援教育に関する情報提供

Table 1-1 Web サイトに掲載されている項目の分類(小学校)

Table 1-2 Webサイトに掲載されている項目の分類(教育委員会)

＊見出し項目の後の（ ）内の数字は，表に示した分類項目の組み合わせが生じたものを含めた全分類項目数を表す。

ａ．小学校名

ｂ．児童数(９)＊

１：全校児童数　　　　２：各学年の児童数 ３：各学年及び特別
支援学級・通
級指導教室の
児童数

４：特別支援教育関
係の教員数

５：記載なし

ｃ．設置の有無(８)

１：特別支援学級と表
示　

２：通級指導教室と表
示　

３：学級・教室名で
表示

４：記載なし

ｄ．障害種別(３)

１：障害種別が明記さ
れている。

２：障害種別が明記さ
れていない。

ｅ．教育内容(８)

１：各学年及び特別支
援学級・通級指導
教室のページがあ
り，教育活動や内
容が分かる　

２：各学年及び特別支
援学級・通級指導
教室のページがあ
るが，更新されて
いない

３：各学年のページ
があり，教育
活動や内容が
分かる

４：各学年のページ
があるが，更新
されていない
（１年以上更新
されていない）

５：特別支援学級
・通級指導教
室のページが
ある。

６：各学年等の
ページがな
い。

１ 特別支援教育の見出しがある ８ 特別支援学級就学奨励費の支給に関する内容の記述が
ある

２ 特別支援教育の意味に関する記述がある
（例：「特別支援教育とは」）

９ 文部科学省が作成した特別支援教育に関する資料を掲
載している

３ 当該市町村教育委員会の区域内にある特別支援学校に
関する記述がある 10

当該市町村教育委員会が作成した特別支援教育に関す
る資料を掲載している

４ 当該市町村教育委員会の区域内にある小学校の特別支
援学級・通級指導教室の設置校一覧がある 11 区域外就学制度に関する内容の記述がある

５ 当該市町村教育委員会の区域内にある中学校の特別支
援学級・通級指導教室の設置校一覧がある 12 特別支援教育の支援施策に関する記述がある

６ 障害のある子どもの教育相談に関する記述がある 13 特別支援教育に関する講演会のお知らせを掲載している

７ 障害のある子どもの就学相談に関する記述がある

Table 2-1 児童数に関する掲載状況(小学校)(n=432)

1 2 3 4 5

1・3 1・3・4 1・2 1・4 計
全
校
児
童

各
学
年

通
級
教
室

特
支
学
級
・

各
学
年
・

教
員
数

特
支
学
級

記
載
無
し

18.5 0.0 0.0 0.5 30.3 31.0 12.7 5.8 1.2 100.0%
( 80) ( 0) ( 0) ( 2) (131) (134) ( 55) ( 25) ( 5) (432校)



これによると，特別支援教育に関連した情報
として掲載されている情報として最も多かった
のは，全校児童数および，各学年・特支学級・
通級教室の児童数で31.0%（134校）であった。
次いで多かったのは，上記に加え，特支学級の
教員数が示されている学校で，12.7%（55校）
であった。残りの学校のうち，全校児童数のみ
掲載されていた学校が18.5%（80校）で，30.3%

（131校）は，児童数についての掲載はなかった。
児童や担当教師の数について，特別支援教育
に関する何らかの情報が示されている学校は全
体でも 45.1%（196校）と半数以下にとどまっ
ていた。児童数や教員数は毎年変動するため，
ページの更新頻度との関係があるのではないか
と推測されるが，特支学級や通級教室の児童数
や担当教員数は，その学校における受け入れ児
童数や教師の指導体制を推測する手がかりとな
ると考えられることから，少なくとも学校規模
を示す全校児童数と併せて記載されることが必
要ではないかと考えられる。

②　特支学級・通級教室設置の有無
特支学級・通級教室の設置に関する記載の有
無についてまとめた結果がTable２-２である。

特支学級，通級教室の設置がわかる形で記載
されていない学校は全体の約４割（37.0%:160

校）であった。また，設置についてわかる記載
となっている学校のうち最も多かったのは，そ
れぞれの学級や教室名で掲載されている学校で
34.7%（150校）であった。全体で見ると，特支
学級・通級教室という特別支援教育の場が学校
内にある事がわかる形で記載されていた学校は
63.0%（272校）であった。ただし，学級・教室
名での記載のみという学校が多くを占めてお
り，初めてWebサイトを訪れた場合には，何
の学級・教室かはわかりづらくなっている可能
性もある。

③　対象となる障害についての記載の有無
校内の特支学級・通級教室がどのような障害
を対象としているのかについて記載されていた
学校は，12.8%（55校）であった。うち，1.2%

（５校）については，特支学級と通級教室が併
設されている学校のうち，対象となる障害がわ
かるものとわからないものとに分かれていた。
地域の学校においてどのような障害のある児
童に対する支援を行っているのかは，Webサイ
トを訪れた人には重要な情報になると考えられ
るが，それに関して掲載されている学校の割合
はかなり低いことが示された。こうした情報に
ついては，保護者は別の手段によって得ていか
ねばならないといえる。

④　特別支援教育に関する教育内容についての記
載の有無
各学校において，特別支援教育に関する教育
内容や教育活動としてどのようなことが行われ
ているのかを参照することのできる情報やペー
ジがあるかどうかについてまとめた結果が
Table２-３である。なお，該当ページがあるも
のの，内容が１年以上にわたって更新されてい
ない（新年度版になっていない）場合について
は，分けて集計した。

集計の結果，最も多かったのは，各学年・特
支学級・通級教室のページがあり，教育活動や
内容がわかるようになっている学校で，33.8%

（146校）であった。
特支学級・通級教室だけを取り出し，活動内
容がわかる情報を掲載している学校を集計して
みると 35.0%（151校）であった。学年ごとの
ページが設けられている学校が28.9%（125校）
あることからすれば，そうしたページと同様に

－ 216－

谷　本　忠　明 ・ 渡　瀬　春　香

Table 2-2   特支学級・通級教室設置に関する掲載状況
(小学校)(n=432)

1 2 3 4

１・２ １・３ ２・３ １・２・３ 計
と
記
載

特
支
学
級

と
記
載

通
級
教
室

名
称

通
級
教
室
の

特
支
学
級
・

記
載
無
し

17.8 0.2 34.7 37.0 0.9 8.1 0.7 0.5 100.0%
( 77) ( 1) (150) (160) ( 4) ( 35) ( 3) ( 2) (432校)

Table 2-3   特支学級・通級教室設置に関する掲載状況
(小学校)(n=432)

1 2 3 4 5 6

２・３ １・６ 計

育
内
容
・
活
動
が
わ
か
る

教
室
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り，

教

各
学
年
・
特
支
学
級
・
通
級

が，
更
新
さ
れ
て
い
な
い

左
記
の
ペ
ー
ジ
は
あ
る

教
育
内
容
・
活
動
が
わ
か
る

各
学
年
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り，

が，
更
新
さ
れ
て
い
な
い

各
学
年
の
ペ
ー
ジ
は
あ
る

の
ペ
ー
ジ
が
あ
る

特
支
学
級
・
通
級
教
室

な
い

各
学
年
等
の
ペ
ー
ジ
は

33.8 5.8 28.9 2.3 0.9 25.9 2.1 0.2 100.0%
(146) ( 25) (125) ( 10) ( 4) (112) ( 9) ( 1) (432校)



特別支援教育に関する情報を掲載したページが
作成できれば，さらに情報提供の幅が広がるも
のと思われる。

2 教育委員会Webサイトの掲載内容

今回対象とした 23の教育委員会のホームペー
ジに掲載されている内容については，Table１-２
に示す 13の項目に従って集計した。その際，直
接，特別支援教育に関する記述がなされている場
合と，特別支援教育にも関連すると思われる記述
の仕方がなされている場合とがあったが，ここで
は両者を合わせて「特別支援教育に関する記述が
ある」として集計した。
その結果，すべての項目（13項目）について情
報が示されているWebサイトは 1つのみであっ
た。半数以上の項目である７項目が含まれていた
のは１で，以下，６項目が１，５項目が１，４項
目が３，３項目が３，２項目が７，１項目が５，
特に項目が見当たらなかったサイトが１であ
った。
項目別に 23のサイトのうちのいくつに掲載さ

れていたかをまとめた結果がTable３である。こ
れによると，最も多かったのは「区域外就学制度
に関する内容」（項目11）を掲載していた17サイ
ト（73.9%）であった。次いで，「特支学級就学奨
励費制度に関する内容」（項目８）が 16サイト
（69.6%），「障害のある子どもの教育相談に関する
内容」（項目６）が 11サイト（47.8%）となって
いた。当該教育委員会の管轄区域内にある小・中
学校の特支学級や通級教室についての掲載（項目
４，５）があったのは，いずれも６サイト（26.1%）
にとどまっていた。
教育委員会のWebサイトという特質があり，

特別支援教育についてのみ掲載されているわけで
はないことも十分に考慮しなければならないが，
地域の保護者が，教育委員会に相談に行くべきな
のか，地域の小・中学校の特支学級・通級教室の

担当者に教育相談を依頼すべきなのかなど,初期
の段階で接すると予想される情報については，教
育委員会からの情報提供が有効になると考えら
れる。

Ⅳ．まとめ
本研究は，わが国におけるこれからの特別支援
教育が新たな展開を迎える時期にあることを踏ま
え，障害のある幼児児童生徒の保護者に対して，
地域における特別支援教育の場や支援の内容に関
する情報がどのように提供されているのかを明ら
かにすることを目的として行った。
情報提供の方法や内容は，保護者がどのような
教育的支援を受けている段階にあるかによっても
変わってくるものであるが，ここでは，保護者が
初期の段階で，特別支援教育に関する情報を入手
する手段となるであろう，Webサイトからの情報
提供に焦点を当て，Ｘ県内の小学校および市町村
教育委員会のWebサイトに掲載されている特別
支援教育に関する情報を整理した。
その結果，すでに特支学級や通級教室が設置さ
れている小学校においても，特支学級・通級教室
が設置されていることがWebサイトから窺える
学校は全体の半数に満たなかった。また，どのよ
うな障害を対象とした特支学級・通級教室である
かについての情報が掲載されていた学校は約1割
程度にとどまっていた。また，特支学級・通級教
室においてどのようなことが行われているのかに
ついて掲載されている学校は約35%であった。
他方，地域の教育委員会のWebサイトからの
情報提供についてみると，教育委員会によって掲
載されている内容（項目）にはかなりの違いが見
られた。教育全般にわたる情報を掲載する必要が
あることから，特別支援教育に関する内容だけを
増やすことは難しいと考えられるが，国立特殊教
育総合研究所（2005-2006）による当時の調査結果
でも，教育委員会のトップページに障害のある子
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Table ３　項目別に見た特別支援教育に関する情報の掲載状況(教育委員会)(n=23)

上段：% 下段：該当数

＊表中の項目番号についてはTable 1-2を参照

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

17.4 4.3 8.7 26.1 26.1 47.8 17.4 69.6 4.3 4.3 73.9 4.3 4.3

( 4 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 6 ) ( 6 ) ( 11 ) ( 4 ) ( 16 ) ( 1 ) ( 1 ) (17) ( 1 ) ( 1 )



どもの教育に関する項目があるWebサイトは
55.2%であり，提供されている情報も，現場の教
師向けの内容などに比べると，教育相談事業に関
する情報や，特殊学級（当時）・通級教室の設置
校情報が掲載されている例が少ないことが示され
ている。
今回，分析対象としたWebサイトは，平成 22

年度後半のものであり，その後改善されている部
分も大きいと推測されるが，今回の結果について
見る限りにおいては，保護者や地域の人々が，そ
の地域で行われている特別支援教育の内容につい
てのある程度具体的な情報を，少なくともWeb

サイトからは得にくい状況にあると言えよう。何
よりも，保護者が初期の段階で，まずどこに相談
に行き，アドバイスや支援を得ればよいのかにつ
いての情報をWebサイトから得ることは全般的
には難しいと考えられる。
今回はWebサイトに掲載された情報のみを対
象としたが，実際に就学に至るまでの間，様々な
情報を保護者や当事者はどこからどのように得て
いるのか（得ていたのか）についても調査を行う
ことで，提供される情報とそれを利用する側のニ
ーズとのすりあわせが可能になっていくものと思
われる。
あわせて，学校ごとのWebサイトの特色が求
められるとはいえ，特別支援教育に関するどのよ
うな内容（項目）をそこに含めるべきかについて
は，ある程度の共通した基準が設けられて良いの
かもしれない。他方，Webサイトからの情報提供
が常に最新版であるためには，その管理体制も整
えていく必要がある。学校現場ではそうした時間

や人材を十分に確保できない場合も少なくないと
推測される。そうしたこともあわせて，これから
の特別支援教育に向けた情報提供の在り方を考え
る必要があるといえよう。
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